








以上で取付け完了です。

注
意

調整をする場合、緩め過ぎると油が洩れるので、
調整バルブを本体の表面より出さないで下さい。

１２の作業は不要です。6 9 １１※ストップなし（P-81・P-82・P-83・P-84）の場合は

ストップ保持力は最大に設定しています。
弱くしたい場合は、ナットを緩め、ストップ金具座から調整ネジ棒を外し、
中にあるストップ調整ネジを左へ少しずつ回して調整して下さい。
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調整が必要な場合は、第一速度は“1”のマーク側のバルブ、第二速度は“2”の
マーク側のバルブを回して調整して下さい。

【使用工具】マイナスドライバー

第一及び第二速度調整が各々のバルブにて出来ます。
第一及び第二速度の差を極端に大きくすると、故障の原因になります。
（ドア幅が900mmの場合、90°から閉まる迄の適正閉鎖時間は5～8秒です。）


	DTMH58-1_p80_1
	DTMH58-1_p80_2
	DTMH58-1_p80_3
	DTMH58-1_p80_4
	DTMH58-1_p80_5



